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In this article, through study of the process of birth of “Shuuji（
C
haracter collected and form
ed）
” found in “D
a T




izhi,  it is discussed the reason for form
ing “the difference in size of characters” and “the difference of spacing betw
een 
characters” w
hich  are features found only in “D
a T
ang Sanzang Sheng Jiao X
u”. A
lthough existence of “the difference in size of characters” 
and “the difference of spacing betw
een characters” in “D
a T
ang Sanzang Sheng Jiao X
u” had been pointed out until now
, no one referred to 
the reason for form
ing such aspect, therefore it is pointed out in this article for the first tim
e.
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なければならない内容のものではない。この点から、鑑賞と印象は似た内容であるが、まったく 別物 あることを承知しておく必要がある。鑑賞は、研究の進展とともに新たな分析と理解によっ 従来にない視点で行われることになることは当然で り、また、そうあるべきである。先賢の鑑賞には敬意を払いながらも、現代には現代の鑑賞があって、次代には、さらなる研究の進展があって また新しい鑑賞が行われるべきであることは、 至極当然の と言えよう。王羲之 『集字聖教序』は、その成立より著名なも であり諸研究が尽くされ 感があるが、ここに新たな による書法表現からみ 鑑賞を試論した。　
本稿第一章の〝王羲之『集字聖教序』の概要〟においては、第一節






亭序』などから集字された『集字聖教序 三 唐太宗 王羲之コレクションを記録した『晋右軍王羲之書目 伝来の神龍半印本『蘭亭序』は、唐太宗の王羲之コレクションであった〟 テーマで論述した。　
第三章〝王羲之『集字聖教序』に書かれた文字〟においては、第一
節〝西川寧氏の『集字聖教序』に対する見解 、 第二節〝 『集字聖教序』にみる王羲之の均衡感とリズム〟 、第三節〝 『集字聖教序』にみるＡ類
からＥ類までの書の特徴を分析する〟のテーマで論述した。　
第四章〝王羲之『集字聖教序』の書表現からみた鑑賞への試論〟に


















































帰国ののち玄奘は、持ち帰った膨大な仏典の漢訳（中国語に訳すること）に専念する。同年二月、弘福寺（のちの大慈恩寺 また玉華宮）において太宗 勅命 よって始まった玄奘 翻訳は、 『大般若経』六〇〇巻、七六部一三四七巻に及んだ。　

















































曖昧な状況なのであるが、唐太宗の王羲之コレクションから集字したのではないかという研究がなされてい 。それは『集字聖教序』の文字が、 『蘭亭序』 （図５） ど ら採用されたと指摘できるも が るからである。はやくは清朝の翁方綱 、五十八字を定武本『蘭亭序』と褚遂良摸本『蘭亭序』によると指摘した（注３） 。 『集字聖教序』には一九〇四字が り このうち重複して使われている文字を除くと八〇〇字ほどになる。つまり懐仁は、とり えずこの八〇〇字を め
なければいけなかったことになる訳である。わが国においては、中田勇次郎氏が『喪乱帖』 『奉橘帖』 『淳化閣帖』所収の王羲之帖を指摘している（注４） 。近年の研究では、幕田隆氏が張金界奴本『蘭亭序』 ・神龍半印本『蘭亭序』との検証から四十九字を指摘する論考がある（注５） 。
注３、 「唐沙門懐仁集聖教序内用蘭亭字」 （ 『蘇米斎蘭亭考』所収） 。注４、 『王羲之を中心とする法帖の研究』
13章、 『中田勇次郎著作集』３所収。





















































































接に関係するのであるが、簡単に言えば、漢字は原則と 文字構造の上から下に、また左から右に筆を運ぶので 左から右へ文字 構造の中心が移動するのは、非常にやりや い
0
ことなのである。王羲之以





































































碑文の様子は一文字一文字が独立した印象で、一部に連綿 見られるものの、一行を貫く運筆に乏しいものである。この点では『集字聖教序』は、字と字の流れが自然 、条幅における行草 感覚 近いものがある。　
以上の検討から、 『集字聖教序』の完成までを、稿者（遠藤）の私見











覚えた。またその折、書道誌に王羲之『集字聖教序』をテーマに論考の連載を企図していたこともあって、四か月ほどを朝な夕なに、また寝床についても繰り返し眺めていた。そうしているうちに、拓本 大きく書いたところと、小さく書いたところがあること。太く書かれた文字と細く書かれた文字があって、かなりの相違があること。一行における文字と文字の間に極端な粗と密の箇所があることなど、王羲之『集字聖教序』の不自然さに対しての説明のつかない〝気づき〟があった。これらは、集字であるから、拓本であるから、なんども翻刻や重刻をへたからなどと、その理由に考えを巡らせ が っとほかに事情があるのではないか という が本稿の端緒 った。稿者（遠藤）の管見ながら、この指摘につ て十分 応 る過去の論考は見当たらないようで 。　
本稿の成果は、第四章に集約されるのであるが、これを述べるため
には、長文に過ぎたが第一章から第三章の前提が必要であった。本稿においての従来 ない指摘は、集字さ た文字が〝巻子〟装であることを想定した点（第一） 。ついで、これを底本（テキスト） し 一行ご に切り離されて置き直されて縦長 碑形式を整えた点（第二）である。　
第四章の多くに推論の部分があって、その結論が断定しがたい内容
となっている。この点、識者 批正を願 い。
（平成二十八年九月十五日稿）
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